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国 際 会 長 主 題 

ア ジ ア 会 長 主 題 

東 日 本 区 理 事 主 題 

あ ず さ 部 部 長 主 題 

東京西クラブ会長主題 

“On the Move!! ”「さあ 動こう!!」 

“With Pride and Pleasure”「誇りと喜びを持って」 

「みんなで力を合わせて、１･２･３」 

「入会時の“ときめき”と多くの経験をワイズのために！」！為せば、成る」No   

「いつも自然体で！ 楽しい例会参加を」 

 

 
 

 

 

 

世界的流行になってしまった

新型コロナウイルス感染症のニ

ュースが毎日四六時中流れてい

ます。この流行は小中学校の一時

閉鎖にとどまらず、産業界、政界

にも影響が大きく及んでいます。 

 閣内に新型コロナウイルス感

染症対策本部が設置され、厚生労

働省は「新型コロナウイルスを防

ぐには」なる文書を公開したと

か。私たちは先ずは感染しないよ

うに予防に努めましょう。 

 ワイズでも予防の一環として

予定していた、あるいは定期的な

集会を中止したとか延期したと

か聞いています。 

IBC 台北セントラルクラブの

チャーター40 周年の祝賀行事が

3 月 13 日から 15日の 3日間行わ

れる予定でした。この祝賀行事自

体の延期または中止したかは聞

いていませんが、東京西クラブ

に、この大流行に配慮して祝賀行

事に参加しないようにとクラブ

決議をしたとのメールが入りま 

 

 

した。おそらく海外からの IBC

のメンバーに対しても同じよう

にされたでしょう。 

 台北セントラルクラブはアジ

アを中心に 11 の IBC を持ってお

り（日本には大阪土佐堀クラブと

東京西クラブ）、これらの人々が

一堂に会する集まりに参加でき

ないことが、まことに残念な思い

です。 

 私たちは、感染予防するのは独

り自分の身のためでなく、たとえ

全国の感染症を撲滅できなかっ

たとしても、流行の時期をずらす

ことによって、医療機関に患者が

殺到して地域の医療体制が崩壊

し、そのため重症者に十分な医療

が行き届かなくなって死亡者の

増加を防ぐことになります。 

 昭和の初期の俳人作「月明りや

沖にかゝれるコレラ船」のコレラ

船が後世夏の季語になったとか。 

「コロナウイルス」も、後世早春

の季語になるかも…悪冗談。 

城南五山は５月以降 

WHO ウォーキング 3 月の例会

は、新型コロナウイルスの問題か

ら、中止を決めました。山手線の

目黒・品川間の内側の 5 つの超低

山、“城南五山”は、昨年、国の

重要文化財に指定された旧島津

侯爵邸のある清泉女子大学など

見どころが多く、前評判も高かっ

たので、見学先の意向を確認し

て、5 月以降の実施を検討します。 

4 月は、条件が整えば、予定通

りに新座市の古刹・臨済宗平林寺

と、“智恵伊豆”といわれた、川

越城主・松平信綱が、玉川上水に

続いて開削し、武蔵野の原野を沃

野に変えた野火止用水を中心に

歩きます。平林寺には、東京ドー

ム約 9 個分の敷地に、クヌギ、コ

ナラの雑木林が保存され、国の天

然記念物に指定されています。新

緑の散歩コースの森林浴で、ウイ

ルスのストレスを癒しましょう。 

以後は、移設してエンジンのか

かった、豊洲市場周辺、野鳥とバ

ラの谷津干潟を予定しています。

 

２ 月 の 記 録 ニ コ ニ コ          －円 

在籍者数    １３人 

（内功労会員）  １人 
メネット    １人 クラブファンド（当月）    －円 

出席者数   １２人 コメット   ０人 クラブファンド（残高）  163,498円 

メーキャップ    ０人 ビジター   ８人 ホテ校ファンド（当月） 12,546円 

出席率    １００％ ゲ ス ト  ３人 ホテ校ファンド（残高）  58,216円 

前月修正        － 出席者合計 ２４人 WHO 参加者       ３６人 

 

 

今までは、あなたがたはわたしの名によっては何も願わなかった。願いなさい。そうすれば

与えられ、あなたがたは喜びで満たされる。     新約聖書ヨハネによる福音書１６章２４節 

 

2020 年３月号 
ＮＯ ５２２ 

 

新型コロナウイルス感染症の流行に想う  神谷幸男 

 

 

クラブ役員 

会  長 篠原 文恵 

副 会 長 大野 貞次 

書  記 神谷 幸男 

会  計 高嶋美知子    

担当主事 木川    拓 



 

恒例の東京世田谷クラブとの合同例会は、３月１９日（木）に開催を予定していま

したが、新型コロナウィルスのため、東京世田谷クラブ・朝倉正昭会長と協議し、

中止を決め、両クラブメンバーには、３月１日にお知らせいたしました。 

 

卓話は、フードバンク主宰者・黒田和代さんでしたが、近い将来改めてお願いす

ることになります。 

 

また、３月２６日に予定されていた３月第２例会（事務会）は、会場であるウェル

ファーム杉並が当日は休館となるため、期日を４月２日（木）に変更して同会場で

行います。  
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－２月第２例会（事務会）－ 
日時：2 月 27 日（木） 

   19：00～19：45 

会場：ウエルファーム杉並 

出席者：大野、神谷、篠原、高嶋、

鳥越、本川、村野 

＜確認事項＞ 

①2 月の記録：確認した。 

＜報告事項＞ 

①会計報告：都合により来月行う。 

②3 月 7～8 日開催予定だった次

期クラブ会長・部役員研修会は

新型コロナウィルス感染対応

のため中止となった。 

＜協議事項=例会事項=＞ 

▼3 月例会（東京世田谷クラブと

の合同例会） 

新型コロナウィルス感染対応

のため中止。 

担当：石井、神谷、河原崎 

内容（卓話）：黒田和代さん（フ

ードバンク主宰） 

▼4 月例会  

担当：大野、神崎、本川、村野 

内容（卓話）：田上かつみさん 

会場：ウエルファーム杉並 4F 

▼5 月例会  

担当：高嶋、鳥越、吉田 

内容（卓話）：交渉中 

＜協議事項=例会以外事項=＞ 

①ブリテン 4 月号編集会議 

担当大野さんから「4 月ブリテ

ンの構成予定と原稿依頼」が提

出され、了承された。 

②2020-2021 年度クラブ役員： 

会長から候補者が提案され、承

認された。それぞれには、会長

から伝え、了承を得る。 

クラブ会長  篠原文恵 

副 会 長  大野貞次 

書   記  本川悦子 

会   計  石井元子 

地域奉仕   神谷幸男 

 地域奉仕   高嶋美知子 

 会員増強   吉田明弘 

 会員増強   本川悦子 

 国際・交流  神谷幸男 

 国際・交流  村野絢子 

 ユ ー ス   大野貞次 

 担当主事   木川 拓 

 WHO 事務局 石井元子 

 監  事   本川悦子 

 監  事   鳥越成代 

 ブリテン   鳥越成代  

(書記・神谷幸男) 

 

台北セントラルに 
お祝いのカード 

 創立 40周年を迎える IBC 台北

セントラルクラブのお祝いのカ

ードにメンバーが寄せ書きをし

て祝意を届けました。 

 3 月 13 日～15 日行われた祝賀

行事には、クラブから、神谷・神

谷 M・高嶋・吉田さんがお祝いに

参加予定でしたが、先方の助言も

あり、取りやめとしました。 

 

３月第２例会（事務会）案内 
3 月事務会を、期日を変更して

下記のとおり行います・ 

日時：4 月 2 日(木)19：00～ 

会場：ウェルファーム杉並 

議案： 

①5 月以降の例会卓話者推薦 

②東京世田谷クラブとの合同例

会日程の調整 

③クラブ会費の増減案 

④クラブ経費の削減案 

⑤ホテル学校への奨学金につい

ての話し合い 

 

 今後の行事予定  

✧DBC京都ウェストクラブ 40周

年記念祝会（5 月 5 日・京都） 

 出席予定者：神谷、神谷 M、高

嶋 

✧東日本区大会（6 月 6 日・帯広） 

出席予定者（2 月 27 日現在）：

石井、神谷、河原崎、篠原、高

嶋、鳥越、本川、村野、神谷 M 

 (書記・神谷幸男) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月合同例会－開催中止 
 

ご逝去のお知らせ 

当クラブメンバー・河原崎

和美さんのご主人、河原崎九

州男さんが、2 月 23 日ご逝

去されました。享年 88 歳で

の旅立ちでした。謹んでご冥

福をお祈りいたします。 
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同時通訳を実体験 

－２月例会報告－ 
2 月例会は 2 月 20 日(木)、ウエ

ルファーム杉並で開催されまし

た。毎年 2 月は TOF(Time of 

First＝断食の時)例会です。 

卓話者は、元東日本区理事、現

在通訳者、翻訳家としてご活躍の

利根川恵子さん（川越）。「英語

同時通訳泣き笑い」というテーマ

でお話ししていただきました。 

 通訳には同時、逐次(一段落位

づつ)、ウィスパリング(耳元でさ

さやく形)という形がある。それ

ぞれの長所と短所、通訳に国家資

格はないという事、通訳前の準備

の大変さ。専門用語や固有名詞、

特にスピーカーの特徴やバック

グラウンドの把握等、利根川さん

に講義していただくだけではな

く、実際に参加者に発言者の言葉

を、通訳を通してイヤホンで聞き

取るという実体験をさせていた

だきました。 

 設定は、この建物の館長（実際

には吉田明弘さんが演じました）

が日本語で建物の太宰治とのか

かわり等を説明し、これを利根川

さんが英語で通訳して、聴衆

(我々)はハワイから見学に来た

日系二世として、質問は英語で

し、通訳さん（利根川さん）が日

本語に訳し、館長が日本語で答え

ました。同時通訳の体験です。 

皆イヤホンをつけ、スタート。

館長役が話し始めるとほぼ同時

に英訳が耳に入ってきました。そ

の速さにこれは原稿を事前に渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

されているケースなのかなとか、

改めていろいろな疑問が噴出し

てきました。英語のスピードにも

驚きました。 

通訳の醍醐味は、色々な人との

出会いや幅広い知識の獲得。一方

泣きどころは、原稿なし、音源無

し、写っているスライドが小さ

い、ブースが蒸し風呂。スピーカ

ーのアクセント、まとまらない話

や答えになっていない答え。最後

の「泣きどころ」に大いに納得し

ました。 

卓話後の感想で、多くの女性が

「憧れの仕事」と話されました。

私もその 1 人ですが、誰もトライ

したいとは話されませんでした。

お話の中に「同時通訳スキルの習

得と維持について」があり、その

1、ひたすらシャドーイング、日

本語と英語を並列して暗記等、利

根川さんは現在も心掛けておい

でとのことでした。皆の「ムリ～」

という声なき声が聞こえてくる

ようでした。今後の利根川さんの

ご活躍を心より応援しておりま

す。        (鳥越成代) 

例会出席者：＜メンバー＞石井・

大野・神谷・木川・河原崎・神崎・

篠原・高嶋・鳥越・本川・村野・

吉田、＜ビジター＞利根川恵子・

利根川太郎（川越）、花輪宗命・

長谷川あや子(東京八王子)、小山

久恵(東京サンライズ)、浅羽俊一

郎(東京山手)、原俊彦・原俊子(富

士五湖)、＜メネット＞神谷、＜

ゲスト＞井上康子、池谷泉、石井

真紀子 

オリンピックの夢と追憶 
－ＷＨＯ ２月報告－ 

 新型コロナウイルス感染の恐

れと春一番の荒れ模様との天気

予想、2 月 22 日、JR 原宿駅に集

合したのは、36 人。早速、明治

神宮の鳥居をくぐりました。 

神宮は、今年鎮座 100 年。参道

の歴史パネルと、うっそうとした

森を観て、本殿で折り返し、代々

木公園に入り、64 年五輪記念の

オランダ選手宿舎へ。64 年五輪

のレガシーと言うべき、丹下健三

設計の吊り屋根式の第 1 体育館

は、やはり素晴らしい。 

速足で表参道を下り、青山通り

へ上った港区立青南小学校には、

俳人、中村草田男の「降る雪や、

明治は遠くなりにけり」の句碑が

ありました。詠んだのは、明治か

ら 20 年を経た昭和 6 年でした。 

メトロ表参道駅から外苑駅ま

では、歩行距離を短縮するため銀

座線を利用しましたが、一部は

“濃厚接触”を嫌って徒歩。 

CI プラザで合流して、昼食。

温かい春の陽気が一転して、寒い

北からの突風が吹き、厳しい時間

帯でした。食事後は、梅窓院へ。

郡上藩藩主青山家歴代の墓があ

り、その墓石のひとつが、キリシ

タン灯篭（織部灯篭）。 

最後が、オリンピック運動の発

信拠点の「オリンピックスクエ

ア」。屋外の東京五輪、札幌･長

野五輪の縮尺聖火台やピエー

ル・クーベルタン男爵の銅像が撮

影スポット。男爵は、IVY ルック。

竣工はしたものの、まだ近くには

近づけない国立競技場の外周を

半周して解散しました。 

ワイズ関係参加者は、石井・吉

田（東京西）、藤井（東京江東）、

関（元石巻広域）でした。 

（吉田明弘） 
 

東京 YMCAのHPで、WHOの予告
と報告を写真入りで見られます。 

http://tokyo.ymca.or.jp/commun

ity/suginami_news/ 

 

http://tokyo.ymca.or.jp/comm

unity/suginami_news/ 
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Change! ２０２２シンポジウム 
2019-2020 年 度 東 日 本 区

Change!  2022シンポジウムは、

2 月 1 日（土）に東京 YMCA 社

会体育・保育専門学校において開

催された。 

このシンポジウムは会員減少

の危機感からいかにして会員を

増強すべきかを東日本区に属す

る全メンバーが真剣に考えるべ

く開催され、2022 年までに会員

数を1,245人に増強するという具

体的な数字を掲げて全メンバー

が取り組むべき決意を共有する

会合であった。その共通認識とし

て「Change! 2022 宣言」が採択

された。下記に記す。そして、こ

の活動がこれからも継続、発展し

ていくことを願う。 （神谷幸男） 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

－西早稲田評議会報告－ 
あずさ部西早稲田評議会が 2

月 8 日（土）、山手センターで東

京たんぽぽクラブのホストによ

り開催された。 

赤羽あずさ部長の挨拶では、台

風 19 号の影響により延期された

部大会が 12 月に順延されて、CS

事業のアジア賞と併催されて盛

会となったこと、精力的に各クラ

ブの入会式や公式訪問をされた

ことなどの報告があった。 

※審議議案および結論 

第 1号議案 2020-2021年度部役

員承認の件：提案（省略）通り

承認された。 

第 2 号議案：2020-2021 年度次期

部長承認の件：提案（長谷川あ

や子）通り承認された。 

第 3 号議案：2020-2021 年度部選

出代議員推薦の件：赤羽美栄子

が推薦された。 

第 4 号議案：2019-2020 年度 CS

助成金配分承認の件：提案（下

記 4 件、各 5 万円）通り承認さ

れた。 

＊アジア賞作文コンテスト（松本

クラブ） 

＊ベビーカーコンサート（甲府

21 クラブ） 

＊障がい者フライングディスク

大会（富士五湖クラブ） 

＊台風 19 号被災地支援プログラ

ム（長野クラブ） 

各部の事業主査からの報告は

配られた冊子で説明があり、特に

会員増強が厳しいことが強調さ

れた。 

最後に東京山手の浅羽会長か

ら、色々努力を重ねたが今期末で

クラブを解散する報告があり、苦

渋の決断をされたメンバーの胸

中を思った。 

AYC 参加報告では、山梨県立

大学生の藤井うららさんが、環境

問題について発表後に写真撮影。 

会場設営を変えて懇親会では 5

カ所のテーブルに分かれ、茶話会

形式の歓談の時間が流れ、閉会と

なった。      (篠原文恵) 

 ＹＭＣＡ Ｔｏｄａｙ  
■ホテル学校の 1 年生は 2 月 6

日、ホテル椿山荘東京にて「立食

パーティー」を開催しました。6

か月間のホテル実習後に行われ

るこのイベントはサービスする

側、される側の相互理解を目的に

学生主体で企画します。実行委員

により、用意された豪華な食事や

デザート、そして学生たちは思い

思いにドレスアップし、みんな満

面の笑み！ 大きな壁を乗り越え

た学生たちは、ひとまわり成長し

た姿を見せてくれました。 

■東日本地区 YMCA スタッフ研

究会が南相馬（福島）で開催され、

東日本地区の 9YMCA から 29 人

が集い、東京 YMCA からもスタ

ッフ 4 人が参加しました。金迅野

牧師（マイノリティ宣教センター

主事）によるキリスト教理解ワー

クショップの他、被災地視察等を

通じて学びを深めました。 

■2 月 11 日、会員部主催の「ソ

シアス 2019」が山手センターで

開催され、会員と職員合せて 40

人が参加しました。各事業の活動

報告の後、「これからの会員の在

り方とは」をテーマにグループデ

ィスカッションが行われ、交流の

時間を持ちました。 

■全国 YMCA で取り組んでいる

いじめ反対キャンペーン「ピンク

シャツデー」が今年は 2 月 26 日

に設定され、各地で様々な取り組

みがなされます。東京 YMCA で

は教職員や子どもたちがピンク

のものを身に着けてアピールや

寄せ書きをしたり、高等学院主催

の「弁護士による特別公開学校」

では、いじめや差別についての学

びを深めます。 

 （担当主事・木川拓） 
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     毎月１５日に発信 
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 ワイズドットコムで配信されます 

 

Change! ２０２２宣言 

 私たちは、ワイズメンズク

ラブ国際協会の国際憲法お

よび東日本区の定款に示さ

れたモットーとクラブの目

的に賛同し、誇りと喜びをも

って、ワイズメンズクラブの

会員となり、活動を行ってい

ます。 

 しかし、ここ数年、残念な

ことに、会員の高齢化、減少

の傾向が強まって、活動の停

滞も見られます。 

 このような状況に歯止め

をかけ、これから将来もより

活発で豊かな活動を継続、発

展していくためには、私たち

は今、行動に移すことが必要

であると認識し、次のアクシ

ョンを起こすことを宣言し

ます。 

私たちワイズ 1人ひとりが

現状に対する危機感を共有

し知恵を出し合い、変えるべ

きことは勇気をもって変革

し新しい取り組みについて

も謙虚に耳を傾け、柔軟でし

なやかな発想をもって、現状

を打破するための努力を惜

しまず、必ずや、2022 までに

目標会員1246人を達成する。 
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原 俊彦さんに聴く 
富士五湖クラブ 
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―原さんは、東京・渋谷育ちです

か。 

「生まれは目黒の祐天寺です。

でも当時東横線に並木橋という

駅があって、駅前で父が薬屋を営

み大学や農事試験場に試薬品や

実験器具を納めていましたので

渋谷で育ったとも言えます」 

―ずっと東京で。 

「小学校入学前に埼玉に移りま

した。国鉄の駅から 12 キロ、田

んぼと畑に囲まれた所でした。だ

から僕には都会的な感覚と田舎

の素朴さが同居しています」 

―では学校は埼玉ですか。 

｢小学・中学時代余り勉強した

記憶はありません。ただ、小学校

4 年の時、突然高校を卒業したば

かりの実兄が代用教員としてク

ラスの担任になったのは晴天の

霹靂でした。兄は学資を稼いで大

学に進み、僕も憧れて同じ大学に

行きました｣ 

―大学では、学生 YMCA に。 

 ｢そうです。今考えると高校時

代に加須の礼羽教会でアメリカ

人宣教師・アプタン先生と出会っ

たことが影響したのかも知れま

せん。大学 4 年の中で 1 番大きな

出来事は、2年生の時の“母の死”

です。悲しさと絶望感の中、訪ね

たのが大宮聖愛教会。そこでお会

いしたのが学 Y の大先輩・斎藤茂

樹司祭でした。あれから 55 年、

全てがあの時から始まっている

のです」 

―就職は。 

｢最初に就職した会社で、思い

と違い悩んでいたところ、学 Y の 

OB 会で 1 年後輩に出会ったこと

がきっかけとなり、外資系の化学

素材メーカーに転職しました。ユ

ニークな製品を未開な市場に売

り込む仕事でした。毎日がワクワ

クするくらい新しい経験と出来

事の連続でした」 

―13 年後起業されたのですね。 

｢36 歳で、特約代理店として独

立しました。義兄の工場 2 階・3

坪の小さい部屋を借りて浅草で

スタートしました」 

―順調でしたか。 

 ｢幼稚園児が 2 人いて、家内に

は手伝ってもらい、病気でも休め

ませんでした。仕事面では、思い

がけない出会いと高度成長と言

う時代背景にも恵まれ、5 年後に

恵比寿に移転。息子にバトンタッ

チするまでの 34 年間、一度も赤

字を出しませんでした。幸運な独

立人生でした」 

―今は、第 2 の人生ですか。 

｢6 年前、70 歳を前に息子に経

営の全てを譲りました。一切口出

ししないように、自宅も渋谷から

世田谷に移し小さな開発室を作

りました。そこで印刷屋にとって

“夢のまた夢”…どんな素材、ど

んな曲面、凸凹にも短時間で簡単

に、しかも安価で印刷が出来たら

…見果てぬ夢を追いかけ毎日お

シャカの山を作りました。確かな

手応えを感じるまで丸 5 年掛か

りました。そして一昨年、新会社

をスタートさせました」 

―これまでビルをラップしたり、

小石や G パンに印刷したり、実

験的な取り組みをしてますね。原

さんは、文科系ですよね。 

 ｢そうなんですが、父が化学屋、

母方は代々続く京染店です。そん

な DNA があるのかも、と感じて

います｣ 

―ところで、淑子さんとはどこで。 

｢ある年の暮、彼女は会社の友

達に連れられて大宮聖愛教会に

来ました。礼拝が終わって司祭の

奥さんに『原さんは車で来ている

ので帰りに送ってあげなさい』と

言われ自宅まで送って行ったの

が最初でした。半年後、28 歳で

結婚しました」 

―ワイズに入られたのは。 

｢40 歳の時、学 Y の 1 年先輩で

ある飯島隆輔さん（当時東京

YMCA 主事）に声を掛けられ、

東京山手クラブに入会しました。

でも 8 年間は、ほとんど幽霊会員

でした。1989 年に奈良昭彦さん

から若いメンバーだけで新しい

クラブを作るからと声を掛けら

れ東京サンライズクラブのチャ

ーターメンバーになりました。そ

こに在籍した 20 数年間は、本当

に楽しいクラブライフを満喫し、

それが今に繋がっています」 

―東日本区理事を務められまし

たね。一番の思い出は。 

｢主宰した東日本区大会です

ね。富士五湖クラブにホストをお

願いし準備を進めていたところ

大会 8 か月前になって、突然横浜

国際大会委員会から、国際大会の

国内参加を増やすために区大会

は縮小するように、と強い要請が

出されたのです。それまで 1 年間

にわたって準備を重ねてきた富

士五湖クラブのメンバーに説明

もつかず、悩みましたが強行突破

するしかなく、結果予定通りの開

催に漕ぎ着けました。閉会式で感

謝の言葉を口にした時こみ上げ

る涙を抑えられませんでした。理

事退任後は、中央から離れて活動

したいと思い、8 年前に富士五湖

クラブに移り、地域に根差した活

動を楽しんでいます」 

―座右の銘のようなものは。 

「人間万事塞翁が馬です。悲し

み、不幸や挫折も振り返ってみる

とこのマイナスがあったお陰で

それ以上の喜び、楽しみ、幸せな

日々があったのです。だからこれ

まで体験したことはどれも無駄

はなかった、が実感です」 

―有難うございました。 

(吉田明弘） 
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村野深秋の作品 

夫の母は日本画家だった。その代表作が「F 嬢」

で日本画会において文部大臣賞に選ばれた作品

で、我が家の玄関に無造作に飾っている。 

義母は幼い時から絵を描くことが好きで絵の先

生について満州にも行ったと聞く。その後、当時

池上にお住まいの伊東深水の内弟子となって学

び、昭和5年に第11回帝国美術院展に初入選した。 

「他の多くの男性お弟子さんたちより早く入選

しずいぶん恨まれた」と話していた。その作品は

戦争中に人手に渡り、行方不明となり見ることは

出来ないが、第 11 回帝国美術院展展覧会原色画帖

（布張り）に旧姓谷口深秋で作品「春宵」を見るこ

とが出来る。屏風を背に 2 人のお酌さんが座って

いる作品である。 

後に西永福の義母の画室が出来たお祝いに深水

先生がおいで下さり、生後 6 か月の赤ん坊を「可

愛いね」とその場で色紙に描いてくださった。「繁 

君像」昭和 13 年節分

とあり、落款も押さ

れている。繁は夫の

名であるが宝物の 1

つである。 

繁と結婚し、長女

がお腹にいる時私を

モデルに描いたの

が、義母と私を繋ぐ

「若妻」である。妊娠

しているのが見る人

に分かるから新妻で

なく若妻としたと聞 

いた。絹地に書かれた日本画は 1 本の線も書き

直せない。義母の描いた丸髷の美人画は何故か

哀しい女性を思い起こさせる、｢女の歴史は忍

耐の歴史だよ」との言葉と共に…。 

長女のために立ち雛を色紙に胡粉で描き始

めた夜、絵のお弟子さんたちとの席で倒れて亡

くなった。63 歳でお別れした義母を想う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマンションにおられる山

田利三郎・紀子さんとの電話によ

る近況をお知らせします。 

入居が急に決まったため、当初

は、心の準備もなく、すべてが初

めての経験だったのでかなり戸

惑われたようですが、今は、すっ

かり慣れて、楽しんでおられま

す。利三郎さんは、会話も明晰、

声にも力強さがあります。施設内

にクラブ活動があり、園芸クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などに入られて、楽しんでおられ

ます。紀子さんには、施設内では

最年少ということで、新入居者の

歓迎会などでは、いろいろ役割が

回ってくるそうです。 

利三郎さんの外出には、施設の

スタッフが付き添います。 

季節が良くなれば、近くのレス

トランなどで、夫妻が参加しての

移動事務会を開くこともできる

かもしれません。  （吉田明弘） 

 

 

 

編 集 後 記 

新型コロナウイルスの蔓延で

世界中が混弄されています。科学

技術の発展のおかげで敵の正体

がだんだん明らかになり、対策が

的確に進められるようになれば

この騒ぎの終息も見えてくるで

しょう。敵の正体がよく判らない

という点で放射能対策と似てい

るように思えませんか。 

原稿を執筆していただいた

方々にお礼申し上げます。しかし

ながら、今月号も編集の手違いで

発行が遅れましてまことに申し

訳ありません。早くに原稿を送っ

てくださった方にお詫び申し上

げます。 

しばらく体調を崩されて療養

されておられた山田利三郎・紀子

さんご夫妻のお元気になられた

ご様子の記事を拝見し皆さんも

大変嬉しく思われたことでしょ

う。村野さんの連続随筆「私の大

切な物」は毎回のことながら、ク

ラブブリテンに相応しい、心温ま

る記事ですね。ありがとうござい

ます。         （S.K） 

私の大切な物③  村野絢子 

山田さんご夫妻の近況 
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